
第11回千葉活性化サロン

テーマ「持続可能な地域社会の実現に向けて～千葉大生と考えるSDGs～」

◇ 令和５年３月２日開催
◇ ゲストスピーカー 千葉大学環境ISO学生委員会 根本 大雅 様 戸井田 俊介 様

１．千葉大学環境ISO学生委員会について
• 千葉大学環境ISO学生委員会（以下「学生委員会」とする。）は、2005年１月に千葉大学がISO14001を取得する際、環境マネジメント
システムの運用を学生主体で行うために発足した組織である。今では学内だけでなく、地域社会に対する環境活動やSDGsの啓発活動など
様々な活動を行っている。

• 環境マネジメントシステムの運用には、PDCAサイクルを継続的に回していくことが必要である。学生委員会では、千葉大学のPDCAサイ
クルの運用に沿って、大学の環境目的・目標及び実施計画の原案作成、研修の講師、研究室への内部監査、サステナビリティレポートの作
成等、システムの運用に欠かせない業務を担っているほか、省エネ啓発、３R推進、緑化など様々な活動を実施している。

• 多様な活動を実施するため、学生委員会には約300名の学生が所属し、様々な班やプロジェクトに分かれて活動している。活動の一環とし
て千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクトがあり、企業の関係者、地域の子供たち、中学生に向けたSDGs啓発活動、自然保護、農業支援活動
といった様々な企画を行っている。本日は、そのうち「千葉大生と考えるSDGs」で行っているSDGsゼミナールとSDGs教室について説明
する。

２．SDGsゼミナールについて
• SDGsゼミナールとは、京葉銀行が主催するアルファバンク後継者塾の一環として、学生が千葉県内の企業に向けてSDGsや環境配慮に関
する情報を伝える企画である。企業のSDGsや環境への取組みを促進することを目的としており、2022年のゼミナールでは、６項目（①
学生委員会について、②SDGsについて、③千葉大学と学生委員会のSDGsへの取組例について、④企業のSDGsへの取組例について、⑤
SDGsへの取組みのご提案、⑥自社のSDGsの取組み）について講演とディスカッションを行っている。

• SDGsとは、持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）の頭文字をとったもので、17の目標と169のターゲットがある。
誰一人取り残さないを基本理念とし、環境・経済・社会という３つの軸で考え、先進国にも達成に向けた具体的な行動を求められているの
が特徴である。SDGsの目標は相互に関連しており、すべての目標を一体として達成に向け、努力する必要がある。

• 企業に関係する目標として、目標８（働きがいも経済成長も）では、持続可能な経済成長と雇用、働きがいのある人間らしい仕事（ディー
セント・ワーク）を促進するとしている。近年、世界経済は成長を続けてきたが、新型コロナにより成長が低下し、ウクライナ侵攻により
大きな影響をうけている。企業としては、雇用の確保だけでなく、男女の差別なく、誰もが権利を保障され、十分な収入を得られる働きが
いのある仕事につけるよう配慮する必要がある。

• 企業がSDGsに取り組む必要性は、主に３つある。１つ目は、サプライヤーとしての適格性である。自社が社会的に良いことをしようとし
ていることに加え、サプライヤーとしての適格性を取引先企業から厳しく見られる可能性が高まっている。世界中の公的機関や企業が
SDGsに沿って事業を進めるなか、自社が環境汚染を引き起こしたり、労働者の人権を損ねていては、今後も提携してもらえるとは限らな
い。



• ２つ目は、SDGsへの関与によって信頼を得ることである。今後、ますます多くの企業がSDGsに取り組むことが求められていくなか、
SDGsに消極的だと社会の要請に応えていないとみなされ、信頼を失いかねない。そのため、SDGsへの関与と企業の持続可能性は、今後
一層密接な関係を持つようになると考えられる。

• ３つ目としては、銀行の融資や投資の評価基準としてSDGsへの取組みも考えられるようになってきたことである。例えば、静岡銀行では、
社会課題の解決につなげるポジティブインパクト金融という手法で中小企業に融資を行ったり、日本銀行が公表した金融政策決定会合の議
事要旨では、融資を後押しする企業として気候変動問題に対応する企業を挙げたりするなど、今後ますますSDGsへの貢献が融資や取引先
企業の評価基準として重視されると考えられる。

• 参加者からは、「SDGsに取り組むことへのハードルの低さが感じられた。」、「具体的なSDGsの取組みがイメージできた。」という声
をいただいており、今回のゼミナールを通じてSDGsをより身近に感じてもらうことができたと考えている。

３．2021年度に実施したSDGs教室（京葉銀行取引先Ａ社）について
• SDGs教室とは、１つの企業に特化し、その企業にあったSDGsの取組みを提案するものである。

• 2021年度に実施した京葉銀行取引先Ａ社では、２回に分けて実施した。第１回では、SDGsの各目標を説明した後、それぞれの目標に対
してどのような活動があるのか、学生委員会や他企業の活動を交えながら紹介した。また、日本で活動する上で未達成の目標を把握するこ
とは必要不可欠であるため、日本で課題とされている目標の一部について解説したほか、当社と関わりの大きい目標９（産業と技術革新の
基盤を作ろう）の内容を、Society5.0を例に説明した。 Society5.0とは、クラウドでデータを保管するだけでなく、AI・ICTを用いて新
たな価値を創出する社会で、社会に徹底すれば、企業・農業・エネルギーに関する様々な問題の改善が期待される。

• 第２回では、当社がSDGsをより効果的かつ実践的に行うため、社外・社内・発信の３分野に分けて学生から10の提案を行った。

①現在の仕事の中からSDGsを発見しましょう（社外） ②地域活動で社会に貢献しましょう（社外）
③会社見学、インターンを積極的に行うことで教育の機会を提供しましょう（社外）
④サステナブルな職場環境を作りましょう（社内）
⑤社員を大切にする取組みについて今あるものを見つけ、足りないものは作りましょう（社内）
⑥また社員だけでなく家族の健康、幸せも考えましょう（社内） ⑦男女平等な採用、労働環境を整えましょう（社内）
⑧不特定多数の人へ、SDGs達成に向けた活動をアピールしていきましょう（発信）
⑨地域の方々、ご来訪者へ、SDGs達成に向けた活動をアピールしていきましょう（発信）
⑩就職活動をしている学生へ、SDGs達成に向けた活動をアピールしていきましょう（発信）

• ①現在の仕事の中からSDGsを発見しましょうとの提案では、意識していないだけで実はSDGsに取り組んでいることを当社に認識しても
らうため、第１回終了後、当社からSDGsに該当するであろう活動を教えてもらい、それに学生がSDGsの目標をつけて解説を行った。ま
た、⑩就職活動をしている学生へ、SDGs達成に向けた活動をアピールしていきましょうとの提案では、SDGsや環境への取組みに関心の
ある学生が増えていることから、就活生へのアピール方法を他企業の事例を用いて提案した。

• このほか、②～⑦ではデート休暇など他企業における具体的な制度や取組みを紹介するとともに、⑧ではSDGsのロゴを利用したプレスリ
リース、⑨では社員のSDGsバッジ着用を提案した。

• 参加者からは、「SDGs達成に向けてできるものから取り組んでいきたい。」、「他企業の取組みを知ることができて良かった。」等の声
があり、学生委員会や他企業の事例を通じて、SDGsの活動を運用しやすい例で解説することができたと考えている。



４．2022年度SDGs教室（京葉銀行取引先Ｂ社）について
• 2022年度に実施した京葉銀行取引先Ｂ社では、３回に分けて実施した。第１回では社内見学を行い、第２回では学生から提案を行った。
今後実施する第３回では、学生の提案を受けてSDGs達成に向け、どのような取組みを行ったかヒアリングを行う予定である。

• 第１回の社内見学では、メモ用紙に裏紙を利用していることや地域住民と連携していることを知ったほか、SDGsに積極的に取り組もうと
する当社の姿勢を感じることができた。

• 第２回では、第１回の社内見学を踏まえ、以下の項目に分けて学生から提案を行った。

①見学を通して良かったと思う点 ②エネルギー面に関する提案 ③防災面に関する提案
④環境面に関する提案 ⑤同事業者の取組例 ⑥福利厚生に関する提案
⑦働きやすさ・健康面に関する提案 ⑧Allyに関する提案 ⑨HPの充実化に関する提案

• ①見学を通して良かったと思う点では、当社が既に実施していたSDGsの取組みとして、社内見学で知ったメモ用紙に裏紙を利用している
ことや地域住民と連携していること等を共有した。普段当たり前のように行っていることがSDGs達成に向けた取組みであると気付かない
企業が多いが、普段からSDGsに携わっている学生だからこそ企業の取組みに気付くことができたと考えている。

• ②エネルギー面に関する提案では、社内見学をした際、窓からの日差しで部屋が暖かかったことから、夏場はかなり暑くなると考え、断熱
ブラインドの設置を提案した。断熱ブラインドは、断熱性能が高く光熱費を削減できる、DIYで誰でも取り付け可能、インテリアとしても
馴染むといった特徴がある。また、熱の47％は窓から流出すると言われており、断熱ブラインドを利用すれば、寒い季節も部屋から流出
する熱を半分に減らせるので、エコなエアコンの使い方が可能になる。このように、学生が実際に職場環境で感じたことを生かし、データ
に沿って提案を行った。

• ⑤同事業者の取組例では、当社に特化した提案として、再生タイヤの推進やリチウムイオンカーの利用を提案した。環境負荷の少ない再生
タイヤを顧客に勧めることで環境保全の推進を目的としたグリーン購入につながるほか、リチウムイオンカーを配達車として導入すること
で現場に行くまでの間に蓄電し、タイヤを交換する際、蓄電したエネルギーを発電機に使用できるため、二酸化炭素の排出削減に貢献する
ことができる。

• このほか、③防災面に関する提案として災害対応マニュアルの作成、⑦働きやすさ・健康面に関する提案として運動会を通じた内部コミュ
ニケーションの強化、⑨HPの充実化に関する提案として採用情報の充実など、当社に特化した取組みや今すぐにでも当社ができる取組み
を提案した。

５．本日のまとめ
• 企業との交流を通して、学生は様々なことを学ぶことができた。また、普段からSDGsに関わる多くの活動をしているからこそ、企業に対
し、SDGs達成に向けた最適な提案を行うことができるのではないかと考える。社会の期待にこたえられるよう、今後も全力でSDGs達成
に向けた啓発や提案に取り組んでいきたい。


